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つ ら 第139号 (2) ザコカミ

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
と
り
わ
け

昭和57年� 1月 1日� 

勝浦町長�  

桜木義夫

年
頭
の
あ
い
さ
つ


明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。輝

か
し
い
昭
和
五
十
七
年
の
年
頭

に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

き
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
中
央
に
あ

っ
て
は
行
財

政
改
革
に
明
け
暮
れ
、
勝
浦
町
に
お

き
ま
し
で
も
二
月
末
の
異
常
寒
波
に

よ
っ
て
、
特
産
み
か
ん
が
か
つ
て
な

い
大
被
害
を
受
け
る
な
ど
、
ま
き
に

不
透
明
、
不
確
実
の
時
代
を
地
で
い

っ
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
、
町

民
各
位
は
も
と
よ
り
、
町
議
会
を
は

じ
め
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
っ
て

勝
浦
病
院
の
移
転
改
築
、
勝
浦
中
央

橋
の
架
橋
と
い
う
二
大
事
業
を
完
成

し
た
ほ
か
、
継
続
事
業
と
し
て
実
施

し
て
き
た
、
生
名
谷
川
改
修
と
生
名

バ
イ
パ
ス
事
業
の
完
成
を
祝
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
事
業
と
し
て
は
、

国
が
昭
和
五
十
六
年
来
に
八
十
二
兆

円
と
い
う
膨
大
な
国
債
を
抱
え
、
昭

和
五
十
七
年
度
を
財
政
再
建
の
初
年

度
と
す
る
た
め
に
、
例
年
の
予
算
編

成
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
ゼ
ロ
シ 

リ
ン
グ
(
伸
び
率
ゼ
ロ
)

予
算
を
打
ち
出
す
な
ど
、
国
を
挙
げ

て
の
行
財
政
改
革
の
年
と
な
り
、
こ

れ
が
直
接
、
間
接
に
町
の
行
政
運
営

l

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
自
ら
の
四

年
聞
の
歩
み
を
謙
虚
に
反
省
自
戒
し
、

心
新
た
に
山
積
み
す
る
行
政
課
題
に

取
り
組
み
、
町
民
各
位
の
こ
負
託
に

こ
た
、
え
る
決
意
を
閤
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
今
年
も
、
郷
土
勝
浦
町
の

住
み
よ
い
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
の

た
め
、
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力

を
切
望
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
町

民
各
位
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

た
ち
は
、
新
年
に
あ
た
り
、
さ
ら
に

心
を
ひ
き
し
め
執
行
機
関
と
相
協
調

し
財
政
の
許
す
限
り
最
大
限
の
行

政
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
議
決
機
関

と
し
て
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

町
民
の
皆
き
ま
が
た
の
ご
期
待
に
そ

う
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う

か
本
年
も
よ
り
一
一
層
の
ご
指
導
と
こ

支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

議

長

坂

口

貞

雄

副

議

長

西

浜

勝

己

議

員

井

出

幸

夫

折

部

健
一
郎

宮

本

政

明

細

川

寛

福

中

一

男

河

野

チ

ヅ

!I !I !I !I!I !I 

山

村

多
喜
夫 

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

昨
年
十
一
月
二
十
八
日
の
臨
時
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
前
議
長
小
関
武

夫
氏
の
あ
と
を
う
け
て
、
は
か
ら
ず

も
不
肖
私
が
議
長
に
選
任
さ
れ
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
、
浅
学
非
オ
、
は
な
は


だ
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
っ


た
ん
お
引
き
受
け
し
た
以
上
は
円
満


な
る
議
会
運
営
と
勝
浦
町
の
発
展
、


町
民
福
祉
の
向
上
に
、
誠
心
誠
意
そ


の
蚤
貨
を
ま
っ
と
う
す
る
決
意
で
ご


ざ
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
皆
き
ま
が


た
の
一
一
層
の
ご
指
導
と
こ
べ
ん
た
つ


を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い


申
し
上
げ
ま
す
。


な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆

さ
ま
が
た
め
ま
す
ま
す
の
こ
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

勝浦町議会議長' 坂口貞雄

に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は

必
至
の
情
勢
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す。

農
村
定
住
促
進
対
策
事
業
の
な
か
で

農
村
情
報
無
線
施
設
、
牒
村
生
活
改

善
対
策
事
業
と
し
て
の
農
村
婦
人
の

家
、
あ
る
い
は
、
同
和
教
育
の
拠
占
、

と
な
る
教
育
集
会
所
と
老
人
ル 

ム

の
新
築
工
事
な
ど
に
着
工
し
、
年
度

内
完
成
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た

l

一
方
、
み
か
ん
の
復
興
再
生
対
策

に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
・
県
の
助
成

対
策
の
ほ
か
に
、
町
単
独
事
業
と
し

て
ハ
ウ
ス
施
設
に
対
す
る
助
成
、
換

金
作
物
の
種
苗
曲
目
助
成
、
救
州
民
土
木

事
業
と
し
て
の
農
道
新
設
事
業
を
取

り
上
げ
る
と
と
も
に
、
商
工
業
対
策

に
つ
い
て
も
新
し
く
小
規
模
小
口
融

資
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
農
業
、
商

工
業
全
般
に
わ
た
る
産
業
振
興
施
策

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
昨
年
に
増
し
て
行
財
政

全
般
に
わ
た
り
、
さ
ら
に
厳
し
い
年

ま
た
私
自
身
に
と
り
ま
し
て
も
、

一
期
自
の
任
期
満
了
を
間
近
に
ひ
か

年
夏頁� 
σ〉

勝 あ
浦 し瓦
町

さ
ザコ議� 

A 
~

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。輝

か
し
き
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
昭
和
五
十
七
年
も
、
依

然
と
し
て
本
町
の
行
財
政
は
楽
観
を

許
き
な
い
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
な
か
に
お
い
て
、
本
町
の
主一

要
事
業
で
あ
る
農
村
総
合
盤
備
モ
デ

ル
事
業
、
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
、

凍
害
対
策
事
業
、
教
育
の
充
実
な
ど
、

こ
れ
ら
事
業
を
推
進
し
、
明
る
く
豊

か
な
町
づ
く
り
を
考
え
る
と
き
、
私

議� 
!I !I !I !I !I !I !I 

員� 

中滝平岡山山抑岡

西口問 ー� 下本来本�  

日青良� 重登美義富
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57年勝浦町成人式 1月2日

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
苫
い
ま

す
。今

年
は
、
一
人
前
の
大
人
と

し
て
、
ま
た
一
人
の
社
会
人
と

し
て
、
新
し
い

。
門
出
。

の
年

で
す
。

一
月
二
日
、
午
前
九
時
か
ら

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
成
人

式
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
「
成
人
式
」

は
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
、
新
し
い
時
代
を
担
う
若

い
み
な
さ
ん
を
祝
い
励
ま
す
意

義
深
い
式
で
す
。

成
人
式
の
真
の
意
義
を
理
解

し
て
、
簡
素
な
服
装
で
全
員
出

席
し
ま
し
ょ
う
。

岡
本
秀
明
・

岸
野
惣
市

・
谷
口
英
明

谷
脇
昭
治

・
平
岡
幸
夫

・
山
崎
民
代

中

角

岡
本
孝
史

・
片
岡
明
夫

・
河
野
稔
彦

久

保

守

・
官
向
井
雅
人

・
滝
本
淳
二

西

賞

伸
・

大
酋
加
持
子

・
久
木
美
枝

久
保
田
君
子

・
小
西
良
子

・
谷
口
郁
代

官
浦
万
寿
美

星

谷

中
西
敏
之

・
平

間

明

・
福
田
陣
之

勝
谷
敏
香

生

名

山
石
田
文
夫

・
大
下
和
維

・
小
井
手
稚
宏

長
岡
義
和

・

林

健

次

・

平

井

等

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
な
た
も
二
十
歳
に
な
る
と
、
成

人
と
し
て
多
く
の
権
利
と
義
務
が
生

ま
れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る

の
も
そ
の

一
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
農
林
漁
業
、
商
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者
と
そ

の
家
族
、
従
業
員
五
人
未
満
の
職
場

で
働
く
人
々
と
、
そ
の
家
族
の
た
め

に
図
が
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
付
し
て
お
れ
は
交
通
事
故
で
隊
害

尾
山
幸
子

・
沌
口
器
羊

・
野
上
治
見

瀦
回
京
子

・
古

因

縁

久

国

大
谷
彰
彦

・
近
藤
正
一

・
池
内
由
美

栗
本
塁
美

棚

野

太
回

収
・

大
西

剛

・
桑
村
芳
男

湯
口
健
司

・
高
岡
宏
幸

・
谷
口
恭
白
人

谷
本
政
治

・
戸

高

浩

・
中
尾
哲
久

野
上
稔
彦

・
米
川
満
之

・
乾

泰

子

堺

信

子

・
津
千
恵
美
・
白
即
位
千
秋

田
村
悦
子

・
笠
井
繁
美

・
漬
真
由
美

松
下
美
恵
子

中

山

庵
本
金
雄

・
神
田
和
哉

・
北
内

恵

定
作
俊
英

・
前

回

治

・
松
並
山
且

構
内
幸
三

・
荒
川
千
市
美

・
尾

崎

被

川
上
美
和
字

・
神
原
千
恵

・
長
通
弥
生

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な

グ
は
た
ち 

の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

d

〆ー、

者
に
な

っ
た
り
、

夫
に
死
な
れ
て
未

亡
人
に
な

っ
た
り
し
た
と
き
、
障
害

年
金
や
母
，
十
年
金
で
保
障
さ
れ
ま
す
。

職
場
が
変
わ
れ
ば
ほ
か
の
年
金
に
通

算
さ
れ
て
、
掛
け
た
保
険
料
は
無
駄

に
な
り
ま
せ
ん
。

最
低
二
十
五
年
以
上
の
保
険
料
を

納
め
る
と
、

六
十
五
歳
か
ら
老
齢
年

金
を
受
け
て
老
後
も
ゆ
と
り
あ
る
生

活
設
計
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
印
鑑
持
参
の
う
え

住
民
福
祉
稼
で

償

瀬

石
倉
純
治

・
小
出
先
良
夫

・
滋
井
康
博

回
上
裕
嗣
・

呑
口
敏
夫

・
増
井
建
太

山
西
培
夫

・
相
原
純
子

・
穏
官
軍
美
千
子

核
勢
羊
子

・
堺

明

子

・
佐
光
浩
美

定
作
州
円島千

・
大
川
明
美

与
川
内

樫
本
昌
夫

・
神
子
隙
政

・
総
花
圭
三

森
川
公
怖

・
抑
楽
君
枝

・
柏
町
田
尚
美

高
木
有
笑
・
中
原
郷
美

・
水
口
由
美

森
川
和
美

信
組
本

大
谷
健
夫

・
稼

勢

淳

・
武
田
政
晴

田
村
仁
志

・
戸
田
智
啓

・
戸
田
博
文

中
尾
智
珍

・
福

閏

稔

・
木
下
史
代

佐
藤
郁
子

・
立
石
三
智
子

・
新
居
規
句
子

新
居
真
佐
子

・
西
尾
生
子

・
細
川
美
智
代

湯
浅
利
代

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

十
二
月
の
あ
る
日
の
深
夜
、 

さ

ん
は
国
道
で
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ

片
足
を
失
い
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
国

民
年
金
の
障
害
年
金
の
受
給
を
申
請

し
ま
し
た
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

れ
は
、
二
年
前
に
加
入
し
た

さ
ん
が
、
八
月
分
と
九
月
分
の
保
険

料
を
納
め
忘
れ
て
い
た
た
め
で
す
。

事
故
日
の
月
前
に
一
番
近
い
基
準


月 

(十
月
)
の
前
月 

(
九
月 
)
ま
で


の
保
険
料
を
完
納
し
て
い
な
か

っ
た


た
め
で
し
た
。


あ
な
た
も
、
こ
の
よ
う
な
不
幸
が

起
き
た
と
き
に
も
常
日
ご
ろ
か
ら
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
硲
め
、

未
納
に
な

っ
て
い
る
人
は
さ
っ
そ
〈

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

A
A

A

成
人
式
該
当
者
名
簿


沼
江
・
石
原

東

充
男

・
大
井
隆
史

・
大
井
祥
陣

尾
田
義
一

・
北
野
佐
江
容

・
中
田
幸
宏

野
神

智

・
繍
谷
利
宏
・
石
悶
久
代

犬
伏
香
織

・
問
時
下
悦
子

・
坪
井
弘
子

湯
浅
初
美

フ

山

大
久
保
真
市
・
稲
岡
文
子

・
大
久
保
浩
子

立
石
真
澄

・
登
木
美
恵
子

・
山
路
美
樹

山
西
郷

青
木
昌
樹

・
鈴

木

守

・
田

中

洋

坪
井
隆
美

・
新
居
洋
子

・
西
岡
附
代

樋
口
治
美

黒

岩
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A
I

月
4
日
ス
タ
ー
ト

袋
地
面
積
を
十
日

O

以
上
耕
作
し
て

i

昭和� 57年� 1月� 1日 カミ つ つ ら 第� 139号� (4) 

い
る
か
た
。
ま
た
は
同
居
の
親
族
や

い
よ
う
申
諮
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
農
業
委
員
会
か

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

全
国

一
斉
に
庁
力
レ
�
 14
 

家
族
等
(付

一
月
一
日
か
ら
、

業者委託により 年間の試行で実施1

救
急
患
者
の
輸
送

業
務
を
業
者
委
託

に
よ

っ
て
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
町
内


で
急
病
や
交
通
事


故
な
ど
の
負
傷
に


よ
っ
て
、
生
命
に


危
急
を
要
す
る
患


者
を
一
刻
も
早
く


医
療
機
関
に
輸
送


す
る
と
い
う
、
生


命
救
助
を
目
的
と


し
た
も
の
で
す
。


本
町
の
よ
う
に
、

小
規
模
な
町
が
行

う
救
急
患
者
輸
送

業
務
は
消
防
法
の

適
用
も
な
く
、
ま
た
他
の
市
が
設
置

し
て
い
る
よ
う
な
常
備
消
防
体
制
で

な
い
た
め
、
そ
の
取
り
組
み
方
も
根

本
的
に
異
っ
て
お
り
ま
す
。

乗
務
員
も
運
転
手
一
人
だ
け
で
す

か
ら
、
輸
送
中
の
患
者
の
介
被
は
家

族
な
ど
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
輸
送

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
出
動
婆
識
の
と

き
に
そ
の
準
備
を
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。こ

の
救
急
業
務
は
、
生
命
に
急
を

要
す
る
患
者
の
生
命
救
助
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
急
患
以
外
の
こ

と
で
は
絶
対
に
出
動
要
請
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、

軽
度
な
病
気
で
出
動
要
請
に
応
じ
て

い
る
聞
に
、
町
内
の
ど
こ
か
で
重
大

事
故
が
発
生
し
て
も
、
そ
の
出
動
要

請
に
応
じ
ら
れ
ず
、
一
命
を
救
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
正
し
く
理
解
し
、
乱
用
し
な

い
よ
う
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

。
出
動
要
精

微
細
剛
タ
ク
シ
ー
�
 
8
2
0
6
8
 

危
機
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
各
方
面
の
ご
協
力
と
ご
理

解
を
得
て
、
現
在
全
国
の
お
お
か
た

の
義
務
教
育
学
校
で
深
く
定
着
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
も
広
く
皆
さ
ま
に

学
校
給
食
の
意
義
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
内
容
充
実
を
図
る
た
め
一
月
二

十
二
日
(
金
)
、
全
国
的
に
同
じ
献
立

を
実
施
し
て
、
学
校
給
食
の
あ
る
べ

き
姿
を
と
ら
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
の
ほ
と
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録

締
め
切
り
は
�
 月
間
日

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿


は
、
各
有
権
者
が
毎
年
一
月
一
日
現


l

在
で
町
農
業
委
員
会
へ
申
請
し
な
い


と
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。


こ
の
申
請
書
は
、
近
目
、
指
導
部

長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
送
付
し
ま
す

の
で
、

一
月
十
日
ま
で
に
指
導
部
長

さ
ん
に
徒
出
し
て
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
六
十
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
か
た
で
、

農
業
委
員
会
が
認
め
た
か
た
。

以
上
の
要
件
が
そ
な
わ

っ
て

い
て

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ
な

投
票
日
は
�
 月
行
日
(
日
〉


-
こ
の
選
挙
で
新
し
く
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
る
か
た
 

昭
和
三
十
七
年
一
月
十
八
日
以


前
に
生
ま
れ
た
か
た
。
 

昭
和
五
十
六
年
十
月
八
日
以
前


に
転
入
さ
れ
て
、
引
き
続
き
勝


浦
町
で
生
活
さ
れ
て
い
る
か
た
。


・
不
在
者
投
票

O O

A
l

ぎ


町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

に
お
送
り
し
ま
す
(
間
違
い
は
な

い
か
、
早
め
に
維
認
し
て
く
だ
さ

い。)

業
務
な
ど
、
や
む
を
得
ず
投
票

O O
日
に
支
障
の
あ
る
か
た
は
、
告

争

示
日
(
十
日

)
か
ら
投
票
日
の

前
日
�
 (十
六
日
)
ま
で
に
役
場

で
投
票
を
行

っ
て
く
だ
き
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請

求
は
、

一
月
十
三
日
で
締
め
切

り
ま
す
。

入
場
券
は
、

-

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
立

川
地
区
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
。
�
 

+

開
票
は
午
後
八
時
か
ら
福
祉
セ

ン
タ
�
 
三
階
で
行
い
ま
す
。

争

開
票
速
報
は
中
間
(約
半
数
)、

概
数
と
最
終
の
三
回
に
分
け
て
、

開
票
所
内
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口

に
掲
示
し
ま
す
。

最
終
発
表
は
、
十
時
前
後
の
見


込
み
で
す
。


く
わ
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委


員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

l

一
月
十
四
日
前
後

O 。
資

格

年
齢
が
尚
二
十
歳
以
上
の
か
た
。
�
 

挙 挙疋

午午萱
後前自i
一九日日
時時ぶ
カ、カ、� Zミ

(
1
月
6
日
)

勺� 

f一一、、
が本役
出入場
席かで
し、行

て代い
く11ま
だのす
さか 。

〆'
いた
、、ー-

き
そ
い
)
の
同
乗
が
条
件

1
月
幻
自
の
学
校
給
食

¥ー

同

日
か
ら
ス

級?

急ト
懇q
詰る
送
車

学
校
給
食
が
戦
後
都
会
か
ら
再
開

さ
れ
て
三
十
余
年
、
過
去
、
幾
度
か

雪町立

、 雲長候
」� 議 酒

量選杢

ルコ
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MUS04
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救急患者輸送業務開始１月１日スタート
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ー、、

家庭教育

シリーズ� 
⑧ 

子
供
の
お
手
伝
い


「
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
、
二
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
」
奉
仕
し
、
協

力
す
る
こ
と
が
楽
し
い
充
実
し
た
家

庭
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
家
庭
で
は
家
族

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
能
力
に
応
じ

て
役
割
分
担
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
そ
う
い
う
意
味
で
お
手
伝
い
は

た
い
へ
ん
大
切
で
す
。

も
と
も
と
、
子
供
と
い
う
の
は
手

伝
い
を
喜
ぶ
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、

仕
事
を
果
た
し
た
と
い
う
満
足
感
、

自
分
が
親
の
た
め
に
役
立

っ
た
と
い

う
満
足
感
、
仕
事
の
内
容
や
手
順
を

知
り
得
た
満
足
感
を
味
わ
う
、
」
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。

お
手
伝
い
に
は
、
大
き
く
分
け
て

家
事
の
手
伝
い
と
家
業
の
千
伝
い
が

あ
り
ま
す
。

遊
ん
だ
あ
と
の
後
始
末
な
ど
も
広

い
意
味
で
は
手
伝
い
の
部
類
に
入
り

ま
す
か
ら
、
三
歳
ご
ろ
か
ら
そ
ろ
そ

ろ
手
伝
い
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

内
容
と
し
て
は
@
ふ
と
ん
を
敷
く
、

た
た
む 

@
掃
除 

@
洗
縫 

@
裁

縫 

@
炊
事 

@
食
事
の
用
意

。
後
始
末 

@
家
畜
の
世
話 

@
お

使

い

@

子
守
り
@
神
仏
へ
物
を

供
え
る 

@
ふ
ろ
た
き 

@
腐

・州
比

率
の
手
伝
い
、
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
年
齢
的
発
達

段
階

・
体
力

・
兄
弟
聞
の
つ
り
合
い

な
と
を
考
え
て
手
伝
わ
せ
る
の
が
よ

い
の
で
す
。

年
齢
的
発
達
段
階
の
注
意
点

-
幼
児
期
の
手
伝
い

川
ぽ
ん
と
の
親
心
で

「
幼
い
か

ら
無
刻
一だ
ろ
う
、
か
わ
い
そ
う
だ
」

と
、
子
供
の
や
る
べ
き
事
を
規
が

代
っ
て
や
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

そ
れ
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。「
か

わ
い
い
」
の
な
ら
子
供
に
や
ら
せ

る
べ
き
で
す
。

凶
ほ
め
て
や
る
こ
と
は
め
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
た
だ
没
然
と

「
そ
う
、
よ

か
っ
た
ね
」
で
な
く
、「
お
も
ち
ゃ

が
キ
チ
ン
と
並
ん
で
気
持
が
よ
い

ね
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
具
体
的

に
子
供
の
行
動
を
ほ
め
る
こ
と
が

よ
い
の
で
す
。

間

結
果
を
認
め
て
や
る

大
人
の

思
う
よ
う
に
で
き
な
く
て
も
そ

の
努
力
を
認
め
て
や
る
こ
と
で
す
。

争
低
学
年
児
童
の
手
伝
い

川

家

庭
の
雰
囲
気
を
つ
く
る

家
族
か
家
庭
内
の
仕
事
を
分
担
し
、

家
族
み
ん
な
が
仕
事
し
て
い
る
と

い
う
実
感
を
持
た
せ
る
。

凶

役

割

介
担
を
決
め
る

思
い
つ

仕
の
態
度
を
養
う
。

-
中
・
高
校
生
の
手
伝
い

中
・
高
校
生
に
な
る
と
自
主
独
立

へ
の
要
求
が
強
く
な
り
、
反
抗
的
に

な
る
の
で
、
親
は
逃
避
し
が
ち
に
な

り、

「勉
強
さ
え
し
て
い
れ
ば
」
と
い

川

公

平

に

頼

む

兄
弟
が
何
人
も

い
る
と
年
下
の
子
供
に
頼
み
が
ち

だ
が
、
み
ん
な
に
公
平
に
な
る
よ

う
に
配
慮
す
る
。

争
直
学
年
児
童
の
手
伝
い

小
学
校
も
高
学
年
に
な
れ
ば
か
な

り
体
力
も
あ
り
、
社
会
性
や
道
徳
性

も
身
に
つ
い
て
く
る
の
で
、
今
ま
で

の
う
え
に
特
に
共
同
の
仕
事
に
参
加

さ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
、
協
力
や
奉

ふ
る
さ
と
を
考
え
る
日


5
つ
の
目
標
決
ま
る

昨
年
は
、
各
区
長
さ
ん
は
じ
め
地

区
住
民
の
み
な
さ
ん
の
-
」
理
解
と
こ
協

力
に
よ
り
、
各
地
区
ご
と
に
「
ふ
る

さ
と
を
考
、
え
る
日
」
を
設
定
し
て

い

石
原
に
立
て
ら
れ
だ


「ふ
る
さ
と
を
考
え
る
日 

の
看
板

ト
品
、
っ


う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
家
事
分

砲
の
習
慣
は
持
続
さ
せ
る
よ
う
に
し
、

受
験
期
を
迎
、
え
た
場
合
は
、
お
手
伝

い
を
気
分
の
転
換
を
図
っ
た
り
、
血

液
の
循
環
を
よ
く
し
た
り
、
頭
の
休

養
に
役
立
て
る
よ
う
に
す
る
と
効
果

的
で
す
。

た
だ
き
、
区
民
の
み
な
さ
ん

一
人
ひ

と
り
が
温
か
い
心
の
ふ
れ
あ
い
に
よ

っ
て
、
連
帯
意
識
の
向
上
、
ま
た
地

域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
つ
い
て
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

勝
浦
町
ふ
る
さ
と
っ
く
り
推
進
協

議
会
で
は
、
五
十
七
年
も
次
の
こ
と

を
目
様
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ふ
れ
あ

う
心
に
岡
山
さ
し
た
明
る
く
住
み
よ
い

「
ふ
る
さ
と
勝
浦
」
の
笑
現
を
目
指
し
、

努
力
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
桜
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

目

標

①
自
然
を
大
切
に
し
町
を
美
し
く
し

②
み
ん
な
で
明
る
い
家
庭
を
築
、
」
う

③
物
を
大
切
に
し
く
ら
し
を
合
理
化

ー
』
ト
品
、
っ

④
あ
い
さ
つ
運
動
を
桜
極
的
に
す
す

め
心
の
連
僚
を
高
め
よ
う

⑤
地
域
総
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全

育
成
に
努
め
よ
う

勝
浦
町
中
る
さ
と
づ
く
り
惟
進
協
議
会 

8
日
幽

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
定

例
会

9
日
出

音
頭
教
室

日
日
附 

手
芸
教
室

日
同

踊
り
教
室

日
日
出
即

民
話
教
室

日
日
出

音
頭
教
室

(玉
の
木
・五
十
回
公
会
堂 
)

羽
目
附

生
花
教
室

(玉
の
木
・五
十
回
公
会
堂
)

幻
日
同

腕
り
教
室

(
玉
の
木
・五
十
回
公
会
堂 
)

お
日
出

音
頭
教
室

幻
日
制

手
芸
教
室

(玉
 

木・
五
十
回
公
会
堂
)

訪
日
嗣
踊
り
教
室

却
日
出
音
頭
教
室

生
花
教
室
は
午
後
七
時
三
十
分
、

音
頭
教
室
は
午
後
七
時
か
ら
、
そ
の

他
の
教
室
は
午
後
八
時
か
ら
開
講
し

ま
す
。
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
お
気

般
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
踊
り
教
室
で
は
、
八
時
か

ら
九
時
ま
で
の
問
を
初
心
者
講
座
と

し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
か
た
も
進

ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

H
H

F
L

き
で
な
く
家
族
み
ん
な
で
話
し
合

い
、
家
族
の
能
力
、
健
康
、
興
味

な
ど
を
考
え
、
具
体
的
な
役
割
を

決
め
て
お
く
。

c 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦会館一月行事



第139号 (6)つ らずコカ込昭ft157年� 1月� 1日

みんなでなくそう部落差別
 同
組
周
回
週
巴
つ
い
て
怠
ぜ
誤
つ
庭
園
見
方


警
え
方
を
す
る
よ
う
巴
怠
つ
涯
の
か


く上〉

同
和
問
題
に
つ
い
て
誤
っ

た
知
り
方
を
し
て
き
た

わ
た
し
た
ち
は
、

同
和
地
区
の
こ
と
に

つ
い
て
、
い
つ
ご
ろ
、

だ
れ
か
ら
、
ど
ん
な

こ
と
を
教
え
ら
れ
た

か
、
今

一
度
、
自
分

の
知
り
方
に
つ
い
て

思
い
起
こ
し
て
く
だ

さ
い
。勝

浦
町
の
同
和
問

題
意
識
調
査
結
果
を

み
る
と
、
中
学
生
ま

で
に
同
和
問
題
に
つ

い
て
知
っ
た
と
い
う

の
が
約
八
五
れ
で

す
。
ま
た
「
は
じ
め

て
知
ら
さ
れ
た
の
は

だ
れ
で
す
か
」
に
つ

い
て
は
、
家
族
、
友

人
、
近
所
の
人
の
上

O
Y

位
三
位
ま
で
で
、
七
�
 
を
超
え
て

い
ま
す
。
小
さ
い
時
、
家
族
か
ら
ど

の
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
か
が
問
題
で

す。
ほ
と
ん
と
の
人
た
ち
は
「
あ
そ
こ

に
遊
び
に
行
か
れ
ん
」
「
同
和
地
区
の

人
は
荒

っ
ぽ
く
て
こ
わ
い

人
だ
」

「同
和
地
区
の
人
は
日
本
人
と
人
種

が
違
う
子
孫
だ
」

な
ど
と
い
う
間
違
っ
た
形
で
家
族

や
近
所
の
人
か
ら
知
ら
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「同
和
地
区
の
人
は
惑
い
人
た
ち
だ
」

と
い
う
先
入
観
を
持
ち
、
同
和
地
区

の
こ
と
を
知
っ
た
時
点
か
ら
、
間
違

っ
た
捕
え
方
を
し
て
き
た
人
た
ち
が

余
り
に
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、
7
カ
。こ

の
よ
う
に
、
多
く
の
国
民
が
同

和
問
題
に

つ
い
て
誤

っ
た
捕
え
方
を

し
て
お
り
、
こ
れ
に
地
成
社
会
に
お

け
る
日
常
の
差
別
的
な
会
話
な
ど
に

そ

の

他

�

 

、-

よ
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
差
別
意
識
が
椴

み
重
ね
ら
れ
、
後
に
は
、
や
は
り
同

和
地
区
の
人
た
ち
は
、
わ
れ
わ
れ
と

述
、
っ
人
た
ち
だ
と
か
、
惑
い
人
た
ち

の
集
団
だ
と
い
っ
た
偏
見
に
よ
る
差

別
意
識
が
形
ち
付
け
ら
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

満開
ち和
た主也
社区
重量こ
の対
中す
て'る
生予
活断
しと
」て句属

き 見b

たに

「
こ
ん
な
差
別
が
今
で
も
あ
り
ま
す
」

の
〈
板
野
・
鳴
門
差
別
事
件
〉
の
こ

と
か
ら
�
 氏
の
発
言
を
も
う

一
度
考

B50"，0.40 

中学生のころ� (13車叶5量ごろ)I泣訟お

わか勺ない

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
わ
し
ら
は
、
目
や
頗
を
見
た
ら
、

あ
っ
ち
の
人
は
一
白
て
分
か
る
で
わ
」

「あ
っ
ち
の
人
は
、
な
ん
で
も
集
団

で
行
動
す
る
で
わ
」

「
い
く
ら
つ
く
ろ
う
て
も
、
わ
れ
わ

れ
と
は
先
他
か
述
、
つ
し
な
あ
」

こ
れ
ら
の
差
別
発
言
が
、
単
な
る

日
常
生
活
の
中
で
な
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
�
 
c

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
こ

と
か
ら
少
な
く
と
も
同
和
地
区
に
対

す
る
偏
見
が
市
民
の
問
に
板
強
く
生

き
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
休
み
な

く
ば
ら
ま
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

を
は

っ
き
り
と
つ
か
み
取
ら
ね
は
な

り
ま
せ
ん
。

も
う

一
つ
の
例
と
し
て
、
あ
る
高

校
生
の
差
別
発
言
が
あ
り
ま
す
。
昭

和
五
十
四
年
の
一
学
期
の
初
め
、
通

学
の
ハ
ス
の
中
で
友
人
と
の
聞
の
会

話
で
す
。

A

「
わ
た
し
の
家
は
親
せ
き
が
三
料

こ
こ
に
挙
げ
た
�
 子
の
発
言
も
同

B

和
地
区
や
地
区
の
人
々
に
対
す
る
予

断
と
偏
見
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。解

放
令
以
後
の
部
孫
差
別
を
み
て

も
「
部
沼
の
人
た
ち
は
悪
い
人
た
ち

の
集
ま
り
だ
」
と
決
め
つ
け
て
し
ま

う
見
方
、
考
、
ぇ
方
が
ま
か
り
通
っ
て
き

た
こ
と
や
、
「
部
落
の
人
た
ち
が
差
別

を
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
か
ら

差
別
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い

」
と
い

う
差
別
の
責
任
を
同
和
地
区
住
民
に

転
嫁
さ
せ
る
風
潮
が
つ
く
り
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
同
和
地
区
住
民
の
だ
れ

か
一
人
が
反
社
会
的
な
行
為
が
あ

っ

た
場
合
、
地
区
の
み
ん
な
が
悪
い
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
同
和
地
区
に

対
す
る
予
断
と
偏
見
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。こ

の
よ
う
に
同
和
地
区
に
対
す
る

予
断
と
偏
見
が
、
今
も
似
強
く
残
さ

れ
て
い
る
社
会
で
生
活
す
る
わ
た
し

た
ち
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
同
和
地

区
に
対
す
る
予
断
と
偏
見
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

も
並
ん
で
い
る
ん
で
よ
」
�
 

B

「
親
せ
き
が
三
軒
も
並
ん
て
い
る

っ
て
、
お
ま
は
ん
�
 

と
迷
う
ん

O
O

で」昭
和
五
十
四
年
十
一
月
初
め
、
同

じ
く
�
 と

の
会
話
�
 

A

B

A

「
十
一
月
十
二
日
(
月
�
 
)
に
隣
の
家

か
ら
結
婚
式
に
招
待
さ
れ
て
い
る

け
ん
学
校
を
休
む
か
ら
、
州
四
味
の

本
(
文
化
祭
展
示
物
)
を
私
の
机

の
中
に
入
れ
と
い
て
よ
」

B

「
学
校
が
あ
る
日
は
普
通
休
ま
ん

け
と
、
休
ん
で
ま
て
結
締
式
に
出

て
税
せ
き
を
大
事
に
す
る
の
は
、
�
 

0
0
の
す
る
よ
う
な
こ
と
じ
ゃ
な
」

ペ
�
 

1月定例人権・行政

合同心配ごと相談

l

H

3

タ

~

齢

後

ン

白

午

セ

日

~

祉

…

8

時

福

~

同

叩

民

一

萌

住

一

↓:
一

l
 

時

同和問題をはじめて知らされた相手

質問「同和地区Jや「同和問題」について，あなたがはじめて

知らされたのは，だれからですか。� 

6% 

言書警警�  F;書写
力、会京季五か人、事与
ら� '~ 宮 古� ttら"資ち

同和問題をはじめて知った時期

質問「同和地区」のあることや「同和問題」について，はじめて

知ったのはいつごろですか。� 。o .10 20 

'1'牢控に入る苗� (6;章ごろtで)[}}}] ι% 

小学生のころ(7量-11量ごろ)I j 蕊万九六

高校生(旧制中学)� (J) t南 市守向。ノ
歳ごろ)121/79ころ(16蝦一� 18 % 

その他(19歳以後)["，':::17.9% 

*日

時

一

一

�

 一v

*場 所

J
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税
に
関
す
る
作
文


人選作
から

す
。
私
た
ち
は
損
を
し
て
い
る
ん
だ

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

私
は
、
そ
の
人
た
ち
に

「
そ
う
い

う
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
ま
す
」
と

教
え
て
あ
げ
た
い
て
す
。
例
人
個
人

が
少
し
ず
つ
納
め
た
税
が
、
や
が
て

信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
力
に
な

り
、
町
を
豊
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
は
、
日
本
と
い
う
国

を
発
展
さ
せ
て
い
く
、
」
と
に
な
る
の

で
す
。
な
ん
と
紫
哨
ら
し
い
こ
と
で

〆戸、、

し
よ
う
。

私
た
ち
の
生
活
が
向
上
し
て
い
る

の
も
、
結
局
は
税
の
お
か
げ
な
の
で

す
。
こ
の
点
で
は
、
私
た
ち
は
税
を

納
め
て
債
を
す
る
と
い
う
々
え
は
捨

て
、
税
を
納
め
て
得
を
す
る
と
い
う

考
え
に
き
り
か
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

だ
れ
だ

っ
て
幸
せ
に
な
り
た
い
は

ず
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
脱
税
な

ど
し
な

い
で
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の
幸
せ
を
願
う

気
持
ち
を
税
に
か
え
れ
ば
い
い
の
で

す
。私

は
身
近
に
あ
る
税
に
つ
い
て
こ

ん
な
に
考
え
た
の
は
初
め
て
で
す
。

税
が
こ
ん
な
に
も
私
た
ち
の
生
活
と

か
か
わ
り
合

っ
て
い
た
の
は
不
思
議

な
く
ら
い
で
す
。
将
来
、
私
は
、
笑

顔
で
税
を
納
め
ら
れ
る
人
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

軟
式
テ
ニ
ス


部
員
募
集
/


男
・
女
初
心
者
歓
迎


午
後
八
時 
1
 

(上
級
者
)


午
後
八
時 
1


(
初
心
者
)


場
所 品 E国情~j司E

私
の
家
は
、
収
入
印
紙
を
売
っ
て

い
ま
す
。
収
入
印
紙
は
、
祖
税
、
手

数
料
な
ど
を
取
り
立
て
る
た
め
に
国

家
が
発
行
す
る
証
票
の
こ
と
で
す
。

私
は
よ
く
近
く
の
人
が
こ
の
収
入
印

紙
を
買
い
に
来
る
の
を
知
っ
て
い
ま

す
。
き
っ

と
た
く
さ
ん
お
金
を
も
う

け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、
ど

っ
ち
み
ち
税
と
し
て
国
に
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
初
め
、
ほ
ん
と
う
に
も
っ

た
い
な
い
な
あ
、
せ

っ
か
く
働
い
て

も
納
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
か

ら
、
働
く
人
も
い
や
に
な
る
だ
ろ
う

な
あ
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

う
え
私
は
、
国
民
が
汗
水
流
し
て
も
う

け
た
お
金
は
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
、

国
会
議
員
の
給
料
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

今
思
¥
っ
と
と
て
も
恥
ず
か
し
い

考
え
方
で
す
。
私
は
こ
の
作
文
を
普

く
こ
と
に
な
っ
て
改
め
て
考
え
直
し
、

や
っ
と
ほ
ん
と
う
の
税
の
姿
を
知
り

納税について

勝浦中学校  l年

湯浅 美千 代

ま
し
た
。

私
た
ち
が
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

道
路
、
紙
、
公
民
館
も
税
で
造
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
も
し
、
こ
れ
ら

の
物
が
な
か
っ
た
ら
い
っ
た
い
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
舗
装
さ
れ
た
道
路
が
な

い
と
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
雨
が
降

る
た
び
に
、
泥
ん
こ
の
道
か
道
で
な

い
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
所
を
通
学

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
学
校
へ

行
き
つ
く
ま
で
に
制
服
は
泥
で
汚
れ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
る
と
舗
装
さ
れ
た
道
路
が
ど

ん
な
に
大
切
な
物
か
分
か
り
ま
す
。

同
時
に
、
舗
装
さ
れ
た
道
路
を
造

っ

て
く
れ
る
税
の
大
き
な
力
が
分
か
り

ま
す
。

「
納
税
」
と
聞
い
て
い
や
な
顔
を
す

る
人
が
社
会
に
は
そ
う
少
な
く
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
の
人
た
ち
は
私
の
初

め
の
考
、
え
と
同
じ
で
、
税
と
い
う
も

の
を
深
く
考
、
え
な
い
人
だ
と
思
い
ま

事
業
主
の
み
な
さ
ん


。2
月
1
固
ま
で
に
提
出
を
柑

最
近
は
、
み
か
ん
産
業
が
不
況
の

た
め
に
、
会
社
な
ど
へ
働
き
に
出
る

か
た
が
増
、
え
て
い
ま
す
。

事
業
主
は
、
こ
の
か
た
た
ち
に
支

払
っ
た
前
年
中
の
賃
金
や
給
与
な
と

の
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
、
二
月

一
日
ま
で
に
税
務
署
長
か
町
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
税
法
で
常
時
二
人
以
上

の
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

に
対
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
こ
れ
を
怠
る
と
法
律
で
倒
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
税
者
は
雇
用
主
が
給
与

支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
所
得
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す

し
、
給
与
所
得
の
み
の
納
税
者
は
税

申
告
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
雇
用
主
」
の
か
た
は
、
必
ず
ニ

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

月
一
固
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
総
合
大
学

グ学
習
日
の
お
知
ら
せ

盤
給
学
級

一
月
七
日 
(
木 
)

一
月
十
八
日
(
月 
)

時
間

午
後
七
時 
1
午
後
九
時

習
字
学
級

一
月
十
二
日
(
火
)

一
月
二
十
六
日
(
火
)

時
間


場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室


短
叡
学
級


一
月
十
六
日
(
土 
)


時
間

午
後
一
時 
1
午
後
五
時


午
後
七
時
i
午
後
九
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 d

mU
 

毎
週
金
閣
日

毎
週
日
曜
日

勝
浦
中
学
校
体
育
館

希
望
者
は
、
西
浜
隆
志 

(槻
野 
-

3
3
9
9
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

一飼い犬は必ず

つないで下さい一  有之

用 
1 回目同(1k) 犬 

成犬 300円 ぷ之ごt小犬 100円

iH2ouurO宗


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
税に関する作文人選作から

MUS04
テキストボックス
給与支払報告書

MUS04
テキストボックス
体協だより
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貯
蔵
管
理

腐
敗
果
の
点
検
、
庫
内
の
換
気
、

箱
の
さ
し
変
え
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
異
常
低
温
に
よ
る
果
実
の
凍
害

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
ず
は
へ
タ
枯
れ
が
出
は
じ
め
る

と、

軸
腐
病
が
発
生
す
る
の
で
、
直

ち
に
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

改
植
準
備

計
画
的
に
植
穴
を
摘
り
苦
土
石
灰

二
�
 

、
ケ
イ
フ

消
防
団
出
初
式

恒
例
の
消
防
団
出
初
式
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

。

日

時

一
月
十
五
日

午
前
九
時
三
十
分
開
会

、
ヨ
ー
リ
ン
一

(
団
員
の
か
た
は
、
七


時
三
十
分
ま
で
に
集
合


し
て
く
だ
さ
い
)


。
式

場

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
(
雨
天
の
場
合
は
、

同
体
育
館
に
午
前
九
時

ま
で
に
集
合
し
て
く
だ

さ
�
 
ρ
)

ン
ニ
�
 を
よ
く
混
和
し
て
土
づ

く
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

J

nH"温
4無』

ビ
ニ
ー
ル
被
覆
前
に
間
引
き
せ
ん


定
を
主
体
に
行

い
、
樹
冠
内
部
ま
で


光
線
が
入
る
よ
う
に
す
る
。
ふ
と
こ


ろ
の
太
枚
か
ら
も
新
梢
を
発
生
さ
せ
、


太
い
切
り
口
に
は
必
ず
接
ロ
ウ
な
ど


を
塗
布
し
て
く
だ
さ
い
。


枯
枝
は
必
ず
除
去
す
る
。

重
要
な
作
業
な
の
で
、
前
月
に
引

き
続
き
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
�
 

越
冬
病
害
虫
防
除

う
め
、
す
も
も
は
せ
ん
定
が
終
り

し
だ
い
、
早
め
に
石
灰
硫
黄
合
剤
の

十
倍
液
(
水
九

μ
に
硫
黄
合
剤
一
�
 μ
)

を
散
布
し
ま
す
。

な
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

摘
果
(
花
)
今
年
は
第
一
花
房
、

第
二
花
房
の
花
が
時
間
を
お
か
ず
に

出
て
き
て
い
ず
オ
。
こ
れ
を
例
年
の

よ
う
な
摘
果
の
状
態
に
す
る
と
、

必

ず
株
が
弱
り
、
第
三
花
房
の
花
が
遅

れ
た
り
、
ウ
ド

ン
コ
病
な
ど
、
病
気

の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

果
実
は
、
例
年
よ
り
一
�
 1
二
巣
少

善

意
あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
し
た
�
 

-v ~泉

原

熊

夫

き

ん

(

横

瀬

)


小
倉

新
平
さ
ん
�
 (横

瀬

�

 
)


小
関
敬
和
さ
ん
�
 
(横

瀬

)


松

鷹

幸

敬

さ

ん

(

黒

岩

)


以
上
の
か
た
か
ら
、
町
善
意
銀
行


に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か


ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


お
誕
生
お
め
で
と
う
�
 

β 、

山
7て

二
階
堂
政
博
J

一
長
女

美
津
代
」

由
理!

黒
岩

-v



久 棚 棚
国 野 野

ら
な
い
よ
う
に
換
気
し
、
夜
間
は
二

度
以
一
「
に
な
ら
な
い
よ
う
保
混
に
注

意
し
ま
す
。

病
害
虫
防
除

株
疲
れ
を
さ
さ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
古
業
の
除
去
、

芽
か
き
を
こ
ま
め
に
行
い
ま
す
。

〈昭
和
田
年
度
〉

改
植
事
業
推
進
大
会

こ
の
大
会
は
、
最
近
の
全
国
的
な

み
か
ん
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
を
的
機

に
把
握
し
、
ま
た
、
昨
年
大
被
害
を

受
け
た
本
町
の
柑
橘
類
の
復
興
再
生

の
決
め
手
と
な
る
、
改
槌
事
業
を
円

滑
、
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め

行
う
も
の
で
す
。
み
か
ん
栽
培
民
家

ヘ
小
松
島
市

星

谷

f~~ 

小十朋 可昼上星1¥
松

南勝 河
野
岐

一一

市

原

利

行
公
子
」
-
一
�
 

刊
に
)
一一
男

福

J
-
-
3f

藤

内
島

岡¥」 市野�  市谷町谷

7巳

紅
白
日
/

日
一
長
男

清
子
」

一
例
)
長
女

竹山 高 中 森 福 谷:森
本野 谷線 手賀野l' 崎 本�  

F自i義 公義 雅嘉 千危
{-t紅、 美l資 子 久 春夫 。H 知

L!自
健
吾

誠
校

薬
剤
散
布
は
薄
め
の
液
を
業
裂
か

ら
十
分
散
布
し
ま
す
が
�
 天
候
の
良

い
午
前
中
に
行
い
、
-
寸
分
換
気
し
て

薬
剤
を
乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。

潜
水
と
追
肥

一
度
に
多
く
や
ら

な
い
で
、
務
め
に
回
数
多
く
施
用
し

ま
す
�
 (通
路
に
は
水
を
た
め
な
い
)
。

の
か
た
が
た
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日

一
月
八
日
�
 
(金
)

午
後
一
時
か
ら

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
記
念
講
演

大
会
の
終
わ
り
に
、

過
去
長
年
に
わ
た
っ
て
十
万
う
ん

し
ゅ
う
の
連
年
結
果
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
、
松
山
市
の
野
本
忠
良

氏
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

ゐ
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

検
制
附

小

関

武

夫

(
日
歳
 )

徽

瀬

小
倉
裕
司
(
幻
歳
)

坂

本

戸
回
モ
ト
ノ
�
 (苅
歳
)

横

瀬

片
山
懸
市
(
臼
歳
)

山
西
掛

新

居

幸

雄

�

 (η
歳
)

棚

野

神
子
�
 7
ツ
(
剖
歳
)
 

時

戸木
田下

J

広手口

代義 


農


作


¥-

一

ご
結
婚
お
め
で
と
う

温
度
管
理

昼
間
は
三
十
度
に
な
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O
身
体
が
虚
弱
で
集
団
保
育
に
耐
え

OO

込 4(9) 第139号� f.J コ フ� ら 昭和57年 1月 l日

昨
年
の
入
所
式
(
償
瀬
保
育
所
〉

当
地
に
お
祭
り
く
だ
さ
る
な
ら
ば
、

伝
染
病
、
そ
の
他
悪
質
な
疾
患
を

有
す
る
子

精
神
病
や
悪
癖
を
有
す
る
子

所
で
き
ま
せ
ん

申
請
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

争
入
所
で
き
る
人
員

横

瀬

保

育

所

百

二
十
人

生

比

奈

保

育

所

九

十

入

浴

江

保

育

所

四

十

人

争
入
所
で
き
る
要
件

母
親
の
仕
事

・
疾
病
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
児

重
で
あ
る
こ
と
。

-
次
の
事
項
に
該
当
す
る
児
童
は
入

、、、

保
育
所
入
所
申
請
の
受
け
付
け

ー

ー
月
幻
日
か
ら
お
日
ま
で 
|

昭
和
五
十
七
年
度
の
保
育
所
入
所

ら
れ
な
い
子

午
前
八
時
三
十
分 
1
十
時
ま
で

事
生
比
奈
保
育
所

一
月
二
十
八
日
(
木
)

勝浦町の
+
申
請
受
付
日
時

ホ
横
瀬
保
育
所

一
月
二
十
七
日
(
水
)

民話�  

②

小
便
地
蔵
さ
ん

午
前
八
時
三
十
分 
1

十
時
ま
で 

.
沼
江
保
育
所

一
月
二
十
九
日
(
金
)

午
前
八
時
三
十
分 

十
時
ま
で

+
申
請
手
続

受
け
付
け
は
必
ず
家
族
の
か
た
が

申
約
替
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
本
年

度
初
め
て
入
所
さ
れ
る
場
合
は
児
童

を
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

満
二
歳
児
も
各
保
育
所
で
受
け
付

け
ま
す
。
現
在
保
育
所
へ
入
所
し
て

い
る
児
童
も
申
請
の
手
続
が
必
要
で

す
。

派
な
屋
敷
の
門
を
入

っ
て
案
内
を
乞

う
た
。
そ
の
旧
家
は
、
尾
回
家
と
い

っ
て
先
祖
は
か
の
織
田
信
長
の
一
族

で
あ

っ
た
が
、
信
長
の
没
洛
後
流
れ

流
れ
て
当
地
に
た
と
り
っ
き
、
世
を

は
ば
か
っ
て
尾
回
姓
を
名
乗
り
、
や

が
て
当
地
一
帯
の
広
い
山
野
を
領
す

る
旧
家
と
な
っ
た
。
尾
国
家
は
旅
人

や
遍
路
に
一
夜
の
宿
を
貸
し
、
よ
く

面
倒
を
見
た
。
老
武
士
も
尾
回
家
を

頼
っ
て
一
夜
の
混
か
い
も
て
な
し
を

受
け
た
。

し
か
し
、
翌
朝
老
武
士
は
病
に
臥


す
る
身
と
な
っ
て
、
尾
田
中
み
の
手
厚


い
看
護
を
、
つ
け
た
が
病
は
だ
ん
だ
ん


l

惑
く
な
る
ば
か
り
、
臨
終
の
日
も
迫

っ
た
あ
る
日
、
尾
国
家
当
主
を
枕
頭

に
招
い
て
「
永
ら
く
親
身
も
及
ぱ
ぬ

ご
看
護
を
賜
り
、
大
田
忠
は
死
ん
で
も

忘
れ
ま
せ
ん
。
つ
い
て
は
、
私
が
永

年
信
仰
し
て
い
る
お
地
蔵
様
を
、
ご

一，

人
間
の
基
礎
づ
く
り

講
演
会
を
開
催

人
間
の
基
礎
づ
く
り
で
あ
る
幼
児

期
に
差
別
を
し
な
い
、
許
さ
な
い
心

を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

他
人
を
思
い
や
る
心
、
物
事
に
感

動
す
る
心
は
幼
児
期
で
な
い
と
育
た

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
思
い
や

り
の
あ
る
子
供
に
育
て
る
た
め
の
手

ご
当
家
を
は
じ
め
信
者
の
か
た
が
た

の
お
幸
せ
を
地
裁
様
が
い
ね
守
り
く
だ

さ
り
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
遺
言
し
て
果
て
た
。

早
速
老
武
士
の
休
ん
だ
峠
近
く
の
地

に
、
お
地
蔵
様
を
お
祭
り
し
た
。

こ
の
地
蔵
様
は
子
供
の
守
り
本
尊


と
し
て
、
特
に
子
供
の
夜
尿
症
に
効


験
あ
ら
た
か
な
と
い
わ
れ
、
い
つ
し


か
小
使
地
蔵
さ
ん
の
愛
称
が
付
い
た
。


年
移
り
昭
和
四
十
年
ご
ろ
沼
江
、

石
原
地
区
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
(
み

か
ん
国
造
成
)
の
実
施
に
当
た
り
、

当
地
区
(
沼
江

・
石
原
克
山
)
の
山

¥

蔵地便るあトジ原 イ石 ロ

掛
か
り
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

保
育
所
入
所
児
を
も
っ
お
母
さ
ん
と

育
児
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
か
ら
ぜ
ひ
ご
聴

講
く
だ
さ
い
。

一
月
二
十
二
日 

(金 
)

午
前
十
時
三
十
分 
1
正
午

と
ニ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階

講

師 

助
任
保
育
所
所
長

と

き

i寅;

題

海

野

久

先

生

「
幼
児
期
の
し
つ
け
と
同

和
保
育
」

林
を
燃
や
し
た
時
、
小
便
地
蔵
さ
ん

付
近
は
ど
う
し
て
も
燃
、
え
ず
、
木
造

の
お
堂
は
完
全
に
燃
え
残
っ
た
。
こ

れ
を
見
た
関
係
者
は
そ
の
霊
験
の
不

可
思
議
に
打
た
れ
、
事
業
完
成
の
昭

和
四
十
四
年
二
月
に
阿
南
、
小
松
島
、

当
地
信
者
等
三
十
三
人
相
諮
り
、
現

在
地
(
県
立
勝
浦
園
芸
高
校
み
か
ん

実
留
園
の
上
、
パ
イ
ロ 
γ
ト
道
路
の

十
字
路
地
点
の
少
し
西
下
)
へ
一
幻

六 

四
方
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
お
堂
を
麹
て
、
年
古
い
た
小
さ
い

地
蔵
様
を
安
置
し
、
信
者
た
ち
の
信

仰
を
篤
く
し
て
い
る
。

こ
の
お
堂
の
堂
守
り
(管
理
者
)
は


尾
凹
家
二
十
代
自
の
尾
田
隆
治
さ


ん
で
あ
り
、
こ
の
小
便
地
蔵
さ
ん
の


由
来
物
詩
も
隆
治
さ
ん
か
ら
聞
い
た


も
の
で
あ
る
。
風
光
一
弥
一
舶
な
パ
イ
ロ


ッ
ト
地
区
見
学
の
節
に
は
、
是
非
小

便
地
蔵
様
へ
も
ご
参
詣
く
だ
さ
い
ま

せ
。

文

沼

江

O

て限切ぶ 年あ通のや
や疲下つれ永老えじここさ
がれにたたいいざると百あ
てた見峠哀旅た玖細、年
、足下でれ路武ヲ、い櫛に今
こをろ沼なに士乍遍湖lもか
の休し 江姿 疲風土路かなら
辺めな、でれのて道らる約
りだが石あ切遇来を沼か百
て? 。ら原つつ路る杖2江主ー五
も ほめたてが、に、、十
一 つ 風 。 、あー鎚Z石 遠 年
番 と景上う つ 人 つ原い
立 しをりらちのてへ普い

小
室
好
道

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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夜間毅急当番表
乳
児
健
康
診

査

一
月
二
十
二
日
樹

午
後

一
時
三
十
分
�
 
i
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
六
年
六
月
一
日

1
十
月
三
十

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
児

設
当
児

昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
�
 

1
五
月
三
十

一
日
ま
て
に

生
ま
れ
た
児

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合

と

き

予

防

接

種

一
月
二
十
日
同

午
後

一
時
三
十
分
�
 三
時

i

と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

政
当
者

二
歳

1
四
歳
未
満
の
子
で

該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

接
種
方
法

第
一
期
は
一
か
月
ご
と

に
三
因
。
第
二
期
は
三
回

終
了
後
、
十
二
か
月

1
十

八
か
月
後
に
一
回
接
種
。

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

第
七
回
芸
術
祭
作
品
募
集

ー

不
用
口
∞
受
換
即
売
会
も
開
催
�
 
|

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

昭
和
五
十
七
年
芸
術
祭
の
作
品
を

次
の
要
領
て
募
集
し
ま
す
。
�
 

受
付
締
切

二
月
六
日
(
土
)

二
月
十
一
日
(
生
花

O O
持
ち
込
み

盆
栽
は
十
二
日
)

短〈 事大〉

峻
か
き
言
葉
が
欲
し
き
冬
の
夜
間
は

静
か
に
破
塙
戸
を
ぬ
ら
す

坂

本

日

浦

翠

峰

五口が
命
救
わ
ん
も
の
と
幾
年
の
看
獲

の
妻
も
老
ゆ
が
詑
し
き

坂

本

谷

信

士

幾
代
の
必
石
械
に
積
み
重
ね
過
疎
の

空
家
に
柿
熟
し
た
る

坂

本

吉

田

郎

忠

良
協
よ
り
慰
安
相
撲
の
招
待
に
参
加

と
夫
は
太
く
書
き
た
り

与

川

内

新

居

義

子

野
辺

の
花
四
季
折
々
に
摘
み
ゆ
き
て
�
 

作
ロ
凹
種
別

写
真
、
書
道
、
墨
絵

絵
画
、
手
芸
、
魚
拓

生
花
、
盆
栽
、
そ
の

他
の
芸
術
作
品
�
 (サ

イ
ズ
、
町
聞
は
自
由
)

寝
た
き
り
の
之
今
日
も
慰
さ
む

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

遅
れ
て
も
歯
を
く
い
し
ば
る
従
競
走

の
孫
に
大
き
な
声
緩
お
く
る

横

瀬

谷

翠

山

と
び
槻
て
る
小
綬
鶏
の
群
に
歩
み
止

む
紅
葉
散
り
敷
く
朝
を
ゆ
く
と
き

徽

瀬

比

留

間

一

片
山
午
の
突
の
付
き
た
る
脱
衣
粁
に
脱

組
の北口
聞
き

つ
孫
抱
く

横

瀬

成

安

美

枝

子

育
み
し
息
等
は
五
口
い
か
手
を
飛
び
立
ち

て
夫
と
二
人
の
正
月
迎
ふ

横

瀬

中

田

ヤ

ス

ヱ

山
茶
花
の
こ
ぼ
れ
し
庭
に
今
日
も
来

し
鵠
の
羽
音
析
に
き
き
て

中

山

架

城

桁


限
り
な
き
祝
悩
浴
び
て
門
出
す
る
娘


へ
父
親
は
言
葉
少
な
し


中

山

消

内

将

美
代

野
良
の
道
咲
き
こ
ぼ
れ
居
る
コ
ス
モ

ス
を
さ
け
て

4

十
す
誕
乾
く
車
回
せ
る

O

立

川

竹
田
あ
ゆ
み

雨
だ
れ
の
音
は
怖
か
な
冬
の
-
同
母
は

三
皇
の
灸
を
似
え
い
る

立

川

府

梅
子 g

作
品
の
展
示
期
間
は
、

二
月
十
三

日
(
土
)
か
ら
十
四
日

(n
)ま
で
住
民

偽
祉
セ

ン
タ
ー
全
館
で
行
い
ま
す
の

で
、
ご
準
備
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
当
日
は
、
リ
フ
ォ
ー

ム
展

一(
再
生
利
用
)、
不
用
品
交
換
即

売
会
も
行
い
ま
す
。

野
心
家
の
彼
を
ゐ
わ
れ
と
思
い

つ
つ

町、心
を
も
て
ぬ
我
も
ま
た
さ
び
し

生

名

丸

山

香

月

素
枯
た
る
ハ
ウ
ス
の
中
の
残
り
花
抜

き
て
鈴
て
れ
ば
時
雨
さ
し
く
る

生

名

麻

木

嘉

太

郎

ね
む
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
引
き
寄
せ
時
き

灯
に
書
き
た
る
文
字
の
重
な
り
て
見

ゆ

知

谷

斉

藤

重

子

燥
機
具
も
蓬
せ
し
ま
ま
の
古
井
戸
も

注
速
を
飾
り
て
年
新
た
な
る

軒
に
吊
る
干
し
柿
甘
さ
匂
い
し
て
離

れ
住
む
子
に
怨
い
め
ぐ
ら
す

沼

江

大

阿

梅

子

維
の
笑
を
拾
う
も
の
な
し
浄
境
の
森

は
静
か
に
協
を
こ
ぼ
し
居
る

御
来
光
持
む
拍
手
の
こ
だ
ま
し
て
生

か
さ
れ
て
い
る
符
び
溢
る

掛

川

瀬

稼

勢

広

夫

…
出
認
は
白
月
七
日
ぎ
で
巳

三
句
ハ
刀
キ
で

一
送
り
先
勝
浦
町
一
一
一渓

間
憾
努
広
夫
さ
ん
(
都
景
)
ま
で
一

町
内
在
住
の
か
だ
に
限
り
ま
す
。

一
次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代
一

合
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
<
定
一

…
さ
い
。

一

一
月
二
十
九
日
掛

午
後
一
時
三
十
分

1
三
時

勝
浦
病
院

1月4日 赤 右山 医 院� 

6日� )~ 浦 病 院� 

8日 上勝診療所

⑬日 山 西 医 院� 

12日� m摩� i浦 病 院� 

14日 上勝第�  2診療所�  

16日 I易 j支 医 院� 

18日 勝 浦 病 院� 

20日 赤 王山ゴ 医 |淀 

22日 勝� j甫 病� I>ii: 

@日 上勝診療所�  

26日 山 西 医 院� 

28日 勝� j市 病 院� 

30日 上勝第�  2診療所

e平日 午後 6時~翌日午前� 91時

・休日 午後 7時~翌日午前 91時� 

作

昂

の

わたしの

4
4
Ji
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MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
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